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＜“(15763) Nagakubo (長久保赤水)”の星が誕生＞

天文家 渡辺 和郎 (札幌市)

国際天文学連合( ： ：本部パリ)、第 委員会IAU International Astronomical Union 20
(太陽系内小天体)傘下、小惑星センター(米：ケンブリッジ市) 年 月 日発2016 4 22
行の「小惑星回報 、( )で 「 (長久保)」という小惑星」 、Minor Planet Circular Nagakubo
の誕生が報じられました。

[ 小惑星回報 ](2016年4月22日発行)で公表された“Nagakubo”の命名文

私たちの住む“地球”は太陽系の［ 惑星 ］という天体の一つですが、現在、地

球を含む８つの大きな惑星が太陽の周りを回っています。近年、その中の火星と木

星の間(空隙）に“小さな惑星”が多数発見されて

［ 小惑星 ］と呼ばれています。惑星は、もとも

と塵(チリ)のような存在から小石、小石から岩、

岩塊から小惑星へと衝突・合体を繰り返しながら

発達、大きな惑星へと成長したと考えられていま

す。

何らかの原因で惑星へと成長しきれなかった集

団、つまり未だ太陽系形成時の原始の姿をとどめ

ているのが小惑星だと考えられています。最近、

その一部に地球軌道と接近遭遇するものが発見さ

れ、もし、地球と衝突すれば人類滅亡の危険をは

らむほどの破壊力をもっているため、世界各国が

協調して危険な小惑星の捜索を行っています。

世界各国の天文学者が集まる国際天文学連合

( )は、天文学に関わInternatinal Astronomical Union
るあらゆる決議を行っていますが、最近の話題として“冥王星を太陽系の惑星から

「小惑星命名辞典 第６版」(上･下巻)．

およそ17,000個におよぶ小惑星の名前と

由来が収録されている．



- 2 -

降格し、惑星の数を８つにする”採択を行いました。また、同連合の第 委員会の20
｢太陽系内小天体命名委員会｣では、太陽系内の小さな天体“小惑星名”を審査し、

順次世界に公表もしています。

ここで決まった名前は、夜空に輝く七夕で有名なこと座の１等星｢ベガ｣や、さそ

り座の｢アンタレス｣と同じく世界共通の“星の学術名”となり、その名前は 年に3
IAU Dictionary of Minor Planet一度、 の総会開催年に更新される『小惑星名辞典(

：現在第６版 上・下巻)』に収録されます。星の名称は人類(文明)が存在すNames
る限り未来永劫に残されることになります。

現在、軌道が正確に求められ、番号が付与された小惑星は 万個以上。当初はこ46
れほど数があるとは考えられていなかったため、ギリシャ神話やローマの古典に登

場する“女神”の名前を付ける決まりでした。しかし、 個を超えるあたりから300
女神の名前が足りなくなってしまい、星の名前では唯一、発見した者が命名委員会

に“固有名”を提案する権利を認めています。天文学者や科学者、そのゆかりの地

名などがその大多数を占めていますが、数が多いゆえ珍名も多く認められて、ある

ていど自由な名前が付けられています。しかし、会社名やペット、キャラクターや

政治家の名前は基本的に禁止及び制限しています。

15763 1992小惑星( )は、

年に発見され今日まで“固

” 、有名 が付けられないまま

登録番号と仮符号の状態で

した。今回の申請と公表に

［ ］よって固有名 Nagakubo
と決定しました。

小惑星[ ］は、Nagakubo
やや潰れた楕円軌道で太陽

の周囲をおよそ 年か4.51
け一周しています。その大

きさは直径約 ぐらい10km
と推定され、発見される小惑星の中では大きな部類に入ります。最近、地球に帰還

し話題になった探査機｢はやぶさ｣が到達した小惑星“いとかわ”は、 ほどし500m
かありませんでした。

年 月 日に北海道美幌町在住の円館金(えんだて・きん)が撮影した写真1992 10 26
をもとに、札幌市在住の渡辺和郎(わたなべ・かずお)の精密位置測定から共同発見

として認知され、発見後は という仮符号の状態で、未だ定かでない軌道1992 UO5
1992 UO5 1992を求めるため長期に及ぶ追跡観測が行われていました 仮符号の は。 “

年の 月の下半期(Ｕ期)の 番目( ～ 、一順したら末尾に ～の数字を10 139 A=1 Z=25 1

太陽系における，｢(15763) Nagakubo｣の軌道図
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付し繰り返す)に発見された”という意味があります( は と紛らわしいので省いI 1
ている)。

小惑星回報の[ Nagakubo ]にかかわる公表部分を抜粋したもの

、 “小惑星の軌道の確定は 太陽のまわりを１周以上するのを見定めてから(平均的に

回の衝［ 年 ”以上にわたった、ほぼ１公転以上の観測) という条件を満たさな4 4 ］

ければなりません。

そして 条件を満たす観測が揃い 年 月 日付けの小惑星回報で ( )、 、 、2000 7 26 15763
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1992 UO5番の小惑星として確定番号の登録が行われました。新らしい小惑星だった

の楕円軌道を求める最初の発見を行った、私たちが発見者として認定されました。

、“ ” 、この( )番に登録されたことは 人でいえば戸籍ができた ような状態となり15763
今後はいつでもその正確な位置を計算によって知ることが可能になります。

二度とこの小惑星が行方不明になることはありません。

． ，赤い↑ではさまれた斜めの一対の恒星像が1992 UO5 の発見画像です 周囲の明るめの恒星は

位置が正確に計られている測量でいう三角点のような基本となる恒星です．この複数の恒星から

の距離をフィルム上で1/1,000mmの精度で測定し，未知の小惑星の精密な位置を求めます．

【 発見写真が二重になっている説明 】

発見写真の１回目の露光時間は18分で，同じ夜空

の場所を意識的に上方にズラしてから，２回目の露

光時間18分の二重露光をします．そうすると，恒星

は意識的にズラした分，上下に同じように対に並ん

で写っていますが，小惑星(赤点)はその間に移動す

るので(36分の間)，恒星とは違った方向(斜め)に対

になって写ります．こうやって恒星(上下)とは違っ

た動き(斜め)をするものを探しだし，小惑星を探す

のです．

その位置に既知の小惑星がないかを計算で求め，

該当する小惑星がなければ，新たな小惑星の正確な

位置を測って報告します.

たくさんの観測値を集めて，太陽を最低１公転す

るまで追跡観測し，太陽系内の動き(軌道)を正確に

求めてゆくのです．

ここに掲載の写真や図は解像度の高い原盤を提供いたします．

必要な場合は申し出ください（渡辺）


